
コロナ禍以降における

アシストのDX推進

～ 動画による企業文化変革への挑戦 ～



コロナ禍以降、テレワークが浸透し、企業やそこで働く人の価値観も大きく変化しています。

これまでオフラインで当たり前だったことができなくなり、

コミュニケーションの問題やメンバーの育成など、

様々な課題も浮き彫りになってきています。

今後、企業は右図のような課題に

取り組む必要があるでしょう。

コロナ禍による企業の課題
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アシストが考える解決法
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これらの課題解決の一つの方向性として、アシストは2020年7月に「 Internet of Knowledge構想 」を発表しました。

この構想は、知識をデジタル技術で社内外へ循環させ、人のつながりを新たなステージへ引き上げることで

企業力向上に貢献することを目的としています。

DX（デジタル・トランスフォーメーション）推進では

・データとデジタル技術の活用によるビジネスモデル変革

・業務プロセスの改善

・企業文化/風土の変革のための手法

に着目されるケースが多いかと思います。

そんな中、我々は「人」、特に「従業員」がこれら変革の中核であると捉え、従業員のポテンシャルを引き出し、

成長を促し、エンゲージメントを高めることが、組織の成長、ひいては企業の成長につながるのではないかと考えています。

では、どのような方法で知識を循環させ、従業員を新たなステージへ引き上げれば良いのでしょうか？

その具体例として、アシストの取り組みをご紹介します。

https://www.ashisuto.co.jp/pr/iok/


アシストの動画による企業変革への挑戦
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コロナ禍の2020年4月に動画管理プラットフォーム『 Panopto 』の利用検討を開始し、

5月から試験導入、約1ヵ月のPoCを経て、6月には全社導入を決定し、

7月から全従業員での利用を開始しました。

導入当初は「動画で業務の何が変わるの？」といった

懐疑的な声も挙がりましたが、すぐに、

自己紹介から、キックオフ、チームミーティング、

製品紹介やデモンストレーション、

さらには製品見積方法からメモリ交換方法まで、

業務やナレッジに関するありとあらゆる動画が

Panoptoにアップロードされるようになりました。



アシストの動画による企業変革への挑戦
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もしこれらの大量の動画をファイルサーバで管理していたら、どうなっていたでしょう？

ファイル名でしか動画を検索できないため、必要な動画が見つからず、

単なるゴミ（負債）の山になっていたかもしれません。

しかし、Panoptoにアップロードされた動画は、

・「自動音声認識（ASR）」という録音している言葉を識別する機能

・「光学式文字認識（OCR）」というビデオ内の画像に表示されるテキストを認識する機能

により、動画の中身で検索ができます。

検索窓に知りたい言葉を入力すれば、誰かが話した声も、資料に掲載されていたテキストも、

全てを検索対象として動画を検索し、動画のどの箇所にその言葉が出てくるかまで確認することができます。

そのため、例えば「ミーティング動画で、自分の名前が出てきた箇所だけを再生する」といった使い方も可能です。

この高精度な検索機能により、大量の動画を、ゴミではなく、宝（資産）に変貌させることができました。



＜参考＞ Panoptoの優れた検索機能

音も文字も検索。見たい動画がすぐ見つかる。

自 動 音 声 認 識 （ A S R ）

録音している言葉の各単語を識別します。

動画の中で正確な瞬間を見つけて

その時点から再生できます。

ス ラ イ ド コ ン テ ン ツ

P​​owerPoint、Googleスライド、Keynote

プレゼンテーションをインポートして

インデックスに登録します。

＼ 全体から検索 ／ ＼ 動画コンテンツ内で検索 ／

光学式文字認識（O C R）

ビデオ内の画像に表示されるテキストを

認識します。画面上に表示される単語を

文字通り検索可能です。
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Panopto導入後の変化
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Panopto導入後の大きな変化の一つとして、ミーティングの動画化 が挙げられます。

双方向で議論する必要がない、同じ時間に関係者全員が集まる必要がないような

「今後の方針を共有する」ミーティングなどは、軒並みPanoptoの動画に置き換えられました。

全てを動画に置き換えるのではなく、ミーティングの事前準備として、Panoptoの動画を見ておき、

関係者が集まった時には議論だけ集中的に行う、といったパターンもあります。

関係者は、各々が好きな時間に、好きなスピード（0.5～2倍速）で動画を確認できます。

2倍速で見れば、1時間の動画を30分で見ることができるので、

業務効率化にも繋がったのではないかと思います。

これはあくまで一つの例ですが、Panoptoという動画管理プラットフォームにより、

時間や場所を超えて社内のノウハウがつながることで、調べ方や知り方が大きく変化し、

ほんの少し文化も変わったような印象を受けています。



Panopto導入後の変化

私もほぼ毎日、何かしらのPanopto動画を見ていますが、

「へぇ、これは知らなかった！」という業務上の驚きが少なからずあります。

多くの従業員が同じような感覚なのであれば、従業員エンゲージメントの向上

にも貢献しているといえるかもしれません。

また、最近では業務内容を面白く、分かりやすい形で配信するユーチューバー

ならぬパノラー（弊社内では、Panoptoで動画配信する人をこう呼んでいます）

も登場し、社内の隠れたタレントが発掘されるといった副次的効果も得られて

います。Panoptoを導入してまだ1年足らずですが、まだまだ我々もPanoptoに

よる効果を全てあぶり出せていないのかもしれません。

ここでご説明してきたPanoptoは、弊社での導入経験も踏まえ、

お客様へご提供ご支援を行っております。

もし弊社事例にご興味があれば、お気軽にお問い合わせください。
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参考 筆者紹介

[ニュースリリース] 

アシスト、Internet of Knowledgeソリューションの

第1弾としてエンタープライズ動画管理基盤「Panopto」

を販売開始

2020年8月3日にリリース ※販売価格も記載

詳細はこちら
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佐子 雅之 Sako Masayuki

株式会社アシスト 西日本支社

技術統括部 デジタル推進技術部 部長

2001年、新卒でアシストに入社。

Oracleの技術者として10年従事した後、

新規ビジネス開発や新製品立ち上げを経て、

現在はデータ連携や自動化、業務効率化分野を担当。

体重増加を目指し、高カロリーな食生活を実施中。

2021.04.05

[製品] Panopto

企業における動画の活用を推進するエンタープライズ

動画管理基盤。専門知識なく、動画の作成や活用ができ、

業務の効率化や新しい働き方を実現！

詳細はこちら

https://www.ashisuto.co.jp/news/release/1211794_1675.html
https://www.ashisuto.co.jp/product/category/vcms/panopto/

